
【裏面に続く】

長距離　無線ビデオ監視

2022/07  Ver.1.10線上のエアブリッジ　取扱説明書

１－１．注意事項

　このたびは「線上のエアブリッジ」（以下、本製品）をお買い求めいただ
きまして、誠にありがとうございます。
本製品は、離れた場所を映像監視する際、本製品で無線伝送する機器です。
　この取扱説明書（以下、本紙）を良くお読みいただき、本製品の機能を十
分発揮できますように正しくお取り扱い、運用いただきますようお願い申し
上げます。本紙は、付属品と共に大切に保管してください。

【本製品の主な特長】 
 ・ 見通し最大 3.5kmの長距離無線伝送
 ・ IEEE802.11ac、5GHz 帯のWi-Fi で伝送、免許不要で使用可能
 ・ 受信最大 128ch、送信最大 32ch、最大 1.7Gbps の大容量データ送信
 ・ セキュリティ対策として、WPA2、AES256 の暗号化方式に対応
 ・ 送信機／受信機の切り替え、受信機１台に複数台の送信機の接続が可能

本製品を操作する前に本紙をよくお読みください。

アンテナの向きがそろっている

■免責事項について

不安定な場所、振動の多い場所、強度の弱い壁への設置しないでください。
火気のそば、直射日光の当たる場所、高温の場所、温度・湿度の高い場所、
油飛びや湯気が当たるような場所に設置しないでください。
本製品は日本国内で使用してください。国外で使用しないでください。
本製品は温度-20 ～ 70℃、湿度 10％～ 85％の範囲内で使用してください。
家電機器・通信機器から離して設置してください。
ラジオ・テレビ等の近くで使用するとノイズを与える事があります。
また、近くにモーター等の強い磁界を発生する装置がある場合、ノイズが入り
誤動作する場合があります。離してご使用ください。
本製品を使用すると、他のWi-Fi 機器と電波干渉する可能性があります。
他のWi-Fi 機器と離して使用してください。
屋外で使用する場合、アンテナ接続部とケーブル接続部に、防水処理を
してください。
悪天候（降雨・降雪）の場合、電波が通常より届きにくくなります。　
付属の電源アダプタ以外は絶対に使用しないでください。
電源アダプタは、AC100V 家庭用電源以外では絶対に使用しないでください。
電源アダプタ・電源コードを傷つけたり、分解したり、加工したり、無理に
曲げたり、引っ張ったり、ねじったり、たばねたりしないでください。
ぬれた手で、電源アダプタやケーブルを抜き差ししないでください。
電源アダプタを抜くときは、必ず電源アダプタ本体を持って抜いてください。
本製品を分解・改造しないでください。
本製品を落下させたり、衝撃を与えないでください。　
万一、煙が出ている、異臭がする等の異常状態のまま使用すると、火災・感電
の原因となります。すぐに電源アダプタをコンセントから抜いて、煙が出なく
なるのを確認してから、ご購入店か弊社に修理をご依頼ください。
万一、電源アダプタ、電源コードが傷んだ状態（芯線の露出・断線等）のまま
使用すると、火災・感電となります。すぐに電源アダプタをコンセントから抜
いてご購入店か弊社に修理をご依頼ください。
雷が激しいときは、電源アダプタをコンセントから抜いてください。
雷が発生した際は、感電のおそれがあるので、電源アダプタ、およびLAN
ケーブルに触れないようにしてください。
コンセントとソケットの間のほこりは、定期的に（半年に1回程度）に取り除
いてください。
長期間ご使用にならないときは、安全のため、必ず電源アダプタをコンセント
から抜いてください。

・  地震・雷・風水害などの天災および当社責任以外の火災、第三者による行為、
　その他事故、お客様の故意または過失・誤用・その他異常な条件下での使用に
　より生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。
・  「取扱説明書」（本紙）の記載内容を守らないことにより生じた損害に関しては、
　一切責任を負いません。
・  本紙に記載されている付属品以外の機器の接続やソフトウェアの使用により、
　誤動作などから生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。
・  事故や本製品の故障・修理・その他取り扱いによって、本製品に登録された
　データなどが変化または消失することがありますが、これらのデータの修復に
　より生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。

本製品 ( 送信機・受信機 ) は、Webブラウザから 5GHz 帯のチャンネルを
選択して使用できます。
屋内及び屋外で使用できるチャンネルとして、
100ch, 104ch, 108ch, 112ch, 116ch, 120ch, 124ch, 128ch から選択できます。

■ LED ランプの状態

❶ Mode ランプ

❷ Quality ランプ
❸ Link ランプ
❹ Power ランプ
❺ LAN 端子
❻ DC12V 端子
❼ リセットボタン
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Quality

Mode

送信 (TX)・受信 (RX) モードを示します。
点灯：RXモード、消灯：TXモード
接続状態を示します。
無線の接続品質を示します。
電源が供給されると点灯します。
LANケーブルを接続します。
電源アダプタを接続します。
約 5秒間押すと、再起動します。
約 10秒間押すと、工場出荷状態に戻ります。

接続例として、IP カメラの映像を送信機に接続し、受信機にNVR( 録画装置 )
を接続して運用する場合を説明します。

本製品と PC間の接続して、本製品の設定するために、PC側の IP アドレス
を変更する設定を行います。

複数の IPカメラと送信機(TX)をそれぞれ接続後、受信機(RX)とNVR(録画装置)
を介してモニターや PCで、カメラの映像をモニタリングすることができます。
受信機 (RX) と NVR 間は LANケーブルで接続、NVR とモニター間はHDMI ケー
ブル等で接続します。

IPカメラ

送信機
TX

受信機
RX

スイッチングハブ NVR

モニター

送信機 (TX) と受信機 (RX) に、付属の電源アダプタを接続し、
電源を入れます。

送信機 (TX) と受信機 (RX) に、アンテナを 4本取り付けます。

送信機 (TX) は、受信機 (RX) に自動的に接続されます。
起動含め約 40 秒かかります。
送信機 (TX) と受信機 (RX) の Quality ランプが点灯します。
送信機 (TX)は LEDが 3つ、受信機 (RX)は LEDが 4つ点灯します。

【メモ】
・ 本製品の設定を完了していると、
   TX と RX は自動的に接続されます。
   設定していない場合、TXと RX は
   自動的に接続されません。
   電源のみが供給されます。
・ TX と RX の受信感度 (RSSI) が -85dBm
   までは Quality ランプが点灯します。
   受信感度が下がるとランプが点滅し、
   完全に接続が切断されると、Quality
   ランプは消灯します。

受信機 (RX) と録画装置 (NVR) を、LANケーブルで接続します。

１．ご使用になる前に

２．接続 ３．PCから設定する前の準備

１－５．各部の名称

１－４．構成品

● 送信機 (TX) と受信機 (RX) のアンテナの向きをそろえてください。

● 送信機と受信機の間は、見通しを確保する必要があります。
　 見通しを確保するため、建物、木等の障害を避けて設置してください。

送・受信機×1 電源アダプタ×1 防水キャップ×1

取付けブラケット×1 取付けネジ類×1 LANケーブル×1

１－３．送信機・受信機の設置について

１－２．アンテナ周波数について

送信機 (TX) と IP カメラを、LANケーブルで接続します。

TXまたは RXの設定変更が必要な場合、TX/RX と PC を接続後、
ウェブブラウザのページにアクセスし、本製品の設定をします。

画面左下の　　→　　をクリックして、設定画面を開きます。

[ ネットワークとインターネット ] をクリックします。
ネットワーク接続が開きます。

[ 状態 ] → [ アダプターのオプションを変更する ] をクリック
します。ネットワーク接続画面が開きます。

[ ローカルエリア接続 ] を右クリックして、[ プロパティ ] を
クリックします。

[ インターネットプロトコルバージョン 4（TCP/IPv4）] を選択
し、[ プロパティ ] をクリックします。

※出荷時 IP アドレスは、送信機 (TX)「192.168.70.11」、
　受信機 (RX)「192.168.70.10」です。

IP アドレスを、本製品の同じセグメントの IP アドレスに
変更し、[ＯＫ] をクリックします。

 

【メモ】
IP アドレスは、
「192.168.70.XXX」です。
サブネットマスクは、
「255.255.255.0」です。
「XXX」は、送信機の「11」
受信機の「10」を除いた値
を設定します。

アンテナの向きがそろっていない

屋外設置時、結合部を
シリコン等で防水処理



VBTEST1

VBTEST1

４．設定の変更

８．製品保証書

７．お問い合わせ

４－３．送信機・受信機の IP アドレスを変更する

４－２．送信機 (TX) モード・受信機 (RX) モードの切り替え

本製品は設置状況に応じて、送信機 (TX) または受信機 (RX) に設定する必要
があります。[Config] > [Wireless] > [Device Mode] メニューをクリックして、
「Tx」または「Rx」を選択します。

４－６．ESSID を変更する

１．受信機 (RX) の ESSID を変更する
受信機に接続して、[Config] > [Wireless] メニューをクリックして、[ESSID] を
既存のネットワークで使用されていない名前に変更します。
（例：VBTEST→VBTEST1）

２．受信機 (RX) のパスワードを変更する
ESSID のパスワードを変更する場合、[Config] > [Wireless] メニューをクリッ
クします。次に [Passphrase] 欄をクリックして、パスワードを変更します。

３．送信機 (TX) を受信機 (RX) に接続する
送信機に接続した状態で、[Config] > [Wireless] メニューをクリックします。
次に [Scan Rx] ボタンをクリックして、接続する受信機を検索します。

Rx List 画面が表示されます。接続する受信機を選択し、選択した受信機に対
応するPassphrase(パスワード )を入力後、[Connent]ボタンをクリックすると、
選択した受信機が表示され、ESSID が変更されます。

ESSIDとは、受信機(RX)を識別するための無線ネットワーク名です。リピーター
( 中継機 ) 接続等で複数の受信機 (RX) を使用する場合、ESSID を変更します。

４－７．１対１接続を手動で設定する場合

RX を PC と接続して、ウェブブラウザにログインします。

TXを PC と接続して、ウェブブラウザにログインします。

[Config] > [Wireless] をクリックして、RXの ESSID と Passphrase
(Password) を確認します。

[Config] > [Wireless] をクリックして、[Scan RX] ボタンをクリックします。

[Connet] ボタンをクリックすると、接続を開始します。

TX側でスキャンした全ての RXのリストが出力されます。リストから対象
の RXの ESSID を探してクリックし、Passphrase(Password) を入力します。

TXを１台、RX１台で自動で接続されない場合、以下の設定をします。

本製品の送信機・受信機のネットワークに、本製品を追加して接続する場合、
既存の送信機・受信機で使用している IP アドレスとは異なる IP アドレスに
変更する必要があります。[Config] > [Networking] メニューをクリックして、
[IP Address] を重複しない別の IP アドレスに変更します。

４－４．チャンネルを変更する

受信機側から、使用するチャンネル番号を選択します。
チャンネルを変更するには、[Config] > [Wireless] > [Channel] メニューを
クリックして、目的のチャンネル番号を選択します。

４－５．RSSI（受信感度）を確認する

送信機・受信機間の接続状態を確認します。
[Status] > [Wireless] メニューをクリックします。
「Associated Devices Count」は、現在受信機に接続されている送信機の数です。
[Association Table] ボタンをクリックすると、Association Table 画面が表示さ
れます。送信機・受信機間の受信感度 (RSSI) が確認できます。

 

【重要：ウェブブラウザから設定を変更した場合】
設定を変更したら、ページ下部の [Save] ボタンをクリックして設定を
保存し、[System] > [Reboot] をクリックして再起動してください。

【メモ】チャンネル番号は、100ch, 104ch, 108ch, 112ch, 116ch, 
120ch, 124ch, 128ch から選択できます。
[Auto] を選択すると、自動でチャンネルを選択します。

■本社
〒460-0002 愛知県名古屋市中区丸の内2-20-1 レッツ丸の内本社２号館ビル

TEL：052-201-6230　FAX：052-201-5050
■東京営業所
〒104-0061 東京都中央区銀座8-19-3 銀座竹葉亭ビル6F

TEL：03-3546-0889　FAX：03-3546-0941
■大阪営業所
〒532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原1-2-9 新大阪ハイロードビ5F

TEL：06-6151-5749

株式会社レッツ・コーポレーション　カスタマーサービス
受付時間  ９：３０～１８：００ ( 土曜、日曜、祝日、年末年始を除く）
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６．故障診断及び処置方法
本製品の使用中に発生する問題の対処方法は次の通りです。問題が解決しな
い場合、ご購入店か弊社カスタ―サービスにお問い合わせください。

【メモ】本製品の IP アドレスを初期化する場合、背面のリセットボタンを
約 10 秒間します。 IP アドレスが「192.168.70.10」になります。

不具合 症状 処置方法

製品が動作しま
せん。

TXと RX が接続
されません。

映像が途切れた
り、映像が出な
い。

Power ランプが消灯して
いる。

送信機のMode ランプが
点灯している。
受信機のMode ランプが
消灯している。

Link ランプが点滅、
または消灯している。

Quality ランプが点滅、
または消灯している。

ウェブブラウザにアクセスして、TXの
設定が TXになっているか、RXの設定が
RXになっているのか確認してください。

TXと RX の接続状態が切れたり、不安定
になっている可能性があります。
電源または設定を確認してください。

アンテナ４本が正しく接続されているか
確認してください。
TXと RX のアンテナの向きがそろってい
るか確認してください。
TXと RX の間に障害物がないか確認して
ください。まず、近い位置で確認してく
ださい。

電源アダプタが抜けている。
電源アダプタを入れ直して確認してくだ
さい。

４－８．設定例：RXに 2台目の TXを接続する場合

追加する TXを PC と接続して、ウェブブラウザにログインします。

[Config] > [Networking] をクリックして、追加する TXの IP アドレスを変
更します。（例：1台目が 192.168.70.11 の場合、２台目は 192.168.70.12)

[Config] > [Wireless] をクリックして、ESSID 欄の [Scan Rx] をクリックし
ます。Rx LIST 画面が表示されます。

Rx LIST 画面から、接続する RXの SSID をクリックします。

TXの Link ランプが点灯し、設定・接続の完了です。

Passphrace 欄にパスワードを入力 ( 出荷時：12345678) 後、[Connent] を
クリックします。

TXを１台追加して、TX２台・RX１台で運用する場合の設定です。

５．製品仕様
本紙に記載されている仕様または機能は、技術改善などにより予告なく変更
する場合があります。ご了承ください。
項目
無線周波数
Wi-Fi 規格
変調方式
帯域幅
無線通信
伝送レート (PHY)
チャンネル回避
ビームフォーミング
同時チャンネル
無線範囲
最小感度
インターネットプロトコル
セキュリティ
イーサネット
プロトコル
LED表示
リセットボタン
電源
消費電力
動作温度・湿度
寸法 (L×W×H)
重量 ( アンテナ含む )
技術基準適合証明

仕様
5GHz
IEEE802.11ac
OFDM
40MHz/80MHz
4×4 MIMO
最大 1.7Gbps
Dyanmic Smart Channel
ユニバーサル・ビームフォーミングに対応
RX:128CH、TX:32CH （Full HD）
4km （直線距離）
-85dBm
IPv4
WPA2 / AES256
Ethernet 10/100/1000 Base-T
TCP/UDP/DHCP
Power  電源 / Link  接続 / Quality  通信状態 / Mode  モード
有り (5 秒間 : 再起動、10 秒間：初期化 )
DC12V/1A
最大 7W
-20℃～ 70℃、10％～ 85％
本体のみ :145×90×26mmアンテナ含む :145×220×26mm
473g
 工事設計認証番号　　216-220024

４－１．ウェブブラウザにアクセスする

本製品と PCを LANケーブルで接続後、付属の電源アダプタ
を接続して、電源を供給します。

ウェブブラウザを起動した後、アドレス入力欄に本製品の
IP アドレスを入力します。

【ウェブブラウザ】
・ Internet Explorer
・ Microsoft Edge
・ Google Chrome

ログイン画面が表示されます。Username に「admin」、
Password に「admin」を入力し、[LOGIN] をクリックします。

【メモ】出荷時の IP アドレスは、
送信機は「192.168.70.11」、受信機は「192.168.70.10」です。

ＴＥＬ：０５２ー２０９－７８６０ ＵＲＬ：https://www.lets-co.jp/lets/
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